
6  不 耕 起 放 牧 草 地 に お け る 直 播 き 追 播 効 果

(畜試 外 山分場)

利用 10年 以上の山地傾斜地における不耕起放牧地における追

播効果は、草種および草種比率によって異なる。

追播による牧養力は追播翌年に比べ利用 2年 回以降は 7～ 8%

上回るものと推定される。

11)背 景と特徴

草地の不耕起造成法は山地傾斜地における適応技術として、広く普及されるようになったが、

利用年数の経過に伴ない、土壊の変化、草種の偏り、有害雑草の侵入等による牧養力の低下、車

質の劣化などの問題が生 じてきている。これらの問題の対策の一つとして、草種の偏りの是正と

牧養力の向上をねらいとして、直播きによる追播効果を検討し、若子の知見が得られたので参考  |

に供する。

(2)技 術の内容                                      ′

1)追 播の条件

ア 対 象車地 :利用 10年 以上の高令傾斜地における不耕起放牧草地

イ 播 種量 (10o当 り):OG、 PRG、 TF(11.2に 3)、 T(7.2k9)、 KBG(5.6

k3)、 RC(3.6k3)、  LC (1.6k3)

ウ 追 播方法 :8月 上旬に放牧後、施肥 (10o当 りN4.2k3、 P205 8.4k9、 K204.219)

と単播播種を行い、播種 1か月後に管理放牧を行う。翌年以降は 300～ 400

CD/hc程 度の放牧利用をする。

2)草 種比率の増大効果                                  、

ア 追 播翌年に、追播による追播車種の比率の増大がよく現われる草種

RC>PRG>OG>WC>T
(

イ 草 種比率の増大効果が持続する草種

T、 TF、 PRG、 OG、 KBG

ウ 草 種比率の増大効果が短期間 (2、 3年)し か持続 しない車種

RC、 WC

工 追 播による草種比率の偏りの是正効果 (4ケ 年平均)

PRG(10.1%)>OG(7.6%)>TF(6.4%)>T(5,5%)>RC(3.7%)

>WC(1.6%)>KBG(1.0%)

3)雑 草抑圧効果

無追播区の雑草率 (指数 100)に 比べt追 播区では 1年 目 (132)が 4年 目には (83)と
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なり、雑車は年々減少する傾向がみられることから、追播には、雑草抑圧効果が期待できる。

4)植 被率の向上効果

追播することにより、裸地率は4年間に7%減 少 し、植被率が向上する。

5)牧 養力の向上効果

追播区の牧養力の年次変化を、入牧時の現存量 (無追播区を 100と した指数)に よって比較

したところ、追播翌年 (利用 1年 目)に 比べ利用 2年 目以降の牧養力は、7～ 8%上 回る値を

示 し、追播により牧養力が向上するものと推定される。

(3)指 導上の留意点

1)本 追播車地の追播時における植生は次のとおりである。

2)追 播による車種比率の増大維持の効果は、土壌及び施肥条件によって異なる。

1)発 芽定着は、地力の高い所ほど良好であり、特に燐酸、石灰の施用が効果がある。

2)裸 地率の高い所ほど、追播車の定着本数は多くなるので、裸地の多い播種床の準備ができ

ると、定着は良好になる。

3)ま め科牧草の追播には、燐酸 ・カリ・石灰を主体に施肥を行なう。

3)追 播草種の定着度は、追播後の放牧条件によって影響を受ける。

1)播 種当年の管理放牧の開始時期は、追播後、できるだけ早い方が、定着が良好になる。

2)追 播翌年の放牧開始時期は早いほど、入牧時の現存草量が少なく、追播草の定着は良好に

なる。現存草量が 440k9/10cに なる前に入牧することが大切である。

3)追 播車種の定着と放牧強度の大小は密接な関連があり、追播翌年では、現存量10トン当り

少 くとも、10C D以上の放牧圧を加えることが、定着のため必要である。

4)一 旦、定着した牧草については、牧草の特性に適合した放牧利用をすることが大切である。

4)特 定の草種の追播により、既存の車種の混在比率に変化が生ずる。

(4)関 連試験課題

高冷傾斜地における不耕起放牧草地の永年維持技術 (昭和 51～ 55年 )

(5)参 考資料

岩手畜試試験成績概要書  昭 和 51年 ～ 55年

岩手畜試研究報告 4号   昭 和 49年

岩手畜試研究報告 3号   昭 和 48年

現 存 量
草 種

レ
し

Ｌ
， 率   (%)

放 牧 圧 利用率 雑 車  率

O G T KBG T F PRG W C 雑草

580k9//10c 17. 7 14.3 19.6 5,3 0.2 5.8 20.1 55CD/Ha 約57% 15 ～  25 cm
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(6)主 要成果の具体的データ
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図 1 追 播草種比率の年次推移

表 1 雑 草率及び裸地率  (%)
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項 目 雑 車 率 裸 地 率

ズ余― 年 1 年 2 年 3 年 4  年 1 年 2 年 3 年 4 年

追

播

区

O G

T

TF

KBG

PRG

RC

WC

13.7

1 3 . 3

19.5

1 9 . 3

7 . 7

1 8 . 3

1 1 . 3

1 3 . 4

1 0 . 0

8 . 5

1 4 . 8

9 . 9

12.5

7 . 7

7 . 3

7 . 6

6 . 3

1 8 . 9

1 3 . 6

10.2

9 , 5

8 . 2

7 . 5

1 1 . 5

1 9 。2

1 3 . 4

1 4 . 7

7 . 8

1 0 . 4

1 7 . 2

1 8 . 2

1 5 . 6

12.6

14.4

8 . 3

7 . 5

4 . 9

6 . 6

1 3 . 4

1 1 . 4

7 . 7

7 . 2

7 , 8

9 . 3

7 . 2

1 1 , 3

1 0 . 6

9 . ユ

7 . 7

5 . 4

4 . 6

8 . 9

9 . 1

7 . 3

6 。5

7 . 1

平 均

(上ヒ)

ユ4.7

( 132)

1 1 . 0

( 1 2 1

1 0 . 5

( 8 4 )

1 1 . 8

( 8 3 .

1 3 . 8

( 1 7 9 )

8 . 4

( 1 3 1 . 〕

9 . 0

(98)

7 . 0

(84)

対象区

(,ヒ)

1 1 . ユ

(1 0 0 )

9 , 1

Q 0 0 )

12.5

(100)

1 4 . 2

( 1 0 0

7 . 7

( 1 0 0〕

6 . 4

(100:

9 . 2

( 1 0 0

8 . 3

( 1 0 0 )



表5 追 播による草種比率の変動

(追播区 1年 目の比率に対する3年 目、4年 目の増減率の平均値)

注 )

表 6

OG :オ ーチヤードグラス、 T:チ モシー

KBG:ケ ンタツキーブルーグラス  PRG:

RC:ア カクローバ   WC:シ ロクローバ

直播き追播による草生回復法の経済性 (試算)

T F : ト ール フエスク

ペ レニアル ライグラス

R T : レ ツ ドトツプ

(夕う)

(ho当 り)

播

種

追

草 区分
O G T T F KBG PRG R C WC R T

O G
均

Ｄ

平

Ｓ

10. 1

1 6 . 7

2 . 0

7 . 2

3 . 4

1 1 . 0

- 7 . 6

6 . 3

- 0 . 2

0 . 5

０

０

- 0 . 1

1 . 2

0

0 6

T
均

Ｄ

平

Ｓ

2 . 0

5 . 7

6 . 0

9 . 3

2 . 2

3 , 7

-3.0

5 , 6

- 0 . 1

1 . 4

- 0 . 4

0 . 8

0.

2 . 2

0 . 6

1 . 0

T F
均

Ｄ

平

Ｓ

6 . 0

9 , 1

- 0 . 6

7 . 5

1 3 . 3

5 . 6

- 1 . 7

5 . 6

- 0 . 2

0 . 6

0

0 1

1 . 4

3 . 3

-0.8

2 . 5

KBG
均

Ｄ

平

Ｓ

-3.9

1 2 . 6

- 3 . 0

7 . 0

3 . 1

1 1 . 8

2 . 8

2 . 9

- 0 . 3

0 . 6

0

0 . 1

0 . 2

5 . 8

1 . 6

1 _ 9

PRG
均

Ｄ

平

Ｓ

0 . 8

1 2 . 2

±9 . 9

7 , 6

2 . 9

6 , 7

-3.8

3 . 2

7 . 9

6 . 9

- 0 `ユ

0 . 2

- 0 . 3

0。4

-0.3

1 . 8

R C
均

Ｄ

平

Ｓ

1 0 . 0

7 . 9

4 . 7

12,5

- 0 . 5

6 . 0

- 0 . 4

6 4

- 0 . 1

0 . 9

- 4 . 0

2 7

-2.3

4.1

0 . 2

0 , 3

W C
均

Ｄ

平

Ｓ

3 . 4  1  0 . 6

l R  t t  i  馬_ 2

1 . 3

7 A

- 2 . 3

7 R

- 0 . ユ

n 氏

- 0 . 5

n A

- 2 . 8

2 4

0 . 5

1 氏

回復法

項 目

無 改  良 直 播 追 播 整 備 改 良

采在 費  用 採否 費   用 採否 費  用

作

業

布

土

布

土

種

圧

散

　

散

釧

　

帥

　

帥

申

改

　

酸

土

砕

燐

砕

種

後

X

×

X

X

X

×

ｘ

ｘ

Ｏ

×

○

×

円

62,332

59.801

○

○

○

○

○

○

2 9 , 2 7 9円

21,030

87,152

21,030

59,801

12,168

費 用 言十 122. 133 2301460

hα当収量  ( k 9 / h a ) 33.000 35,500 40,000

雑 草 率   (%) 20 13 7

牧革収量  (1ど /hc) 26,400 30,885 ，
′

０
９ 200

増収牧草  (k3/h c ) 0 4,485 10.800

増収期待年数  (年 ) 8 8

増収牧 草  ( k 9 / h c ) 35,880 86,400

増収牧草 l k8当り費 用 3 . 4 円 2.7円

注)計 算基礎 (S5
土改 資 材 散 布 :

砕    土 :

燐酸質資材散布 :

種 子 播 種 :

5年度単価)
炭カル 1500k9/ho 手 散布
デスクハロー  ト ラクター8t級   け ん引式オフセツトハロウ

窒俺ィ院縛?L埋
0歩
84°14炉鍬驚拶意

は除く)}手散布
手散布
オーチヤードグラス15.6k9、イタリアンライグラス3.9k9、ペレニアルライグラス

6.5k9、 トールフエスク7.8k9、ケンタツキーブルーグラス6.5k9、チモシー6.5k9
シロクローバ7.8k9
ケンブリツチローラ、チエンハロー

覆 土 鎮 圧 :
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